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〔１．〕フロントパネル各部の説明 
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AUTOMATIC WINDING INSULATION TESTER

Model名

STEP 1

PH 1

T 0.5s
S 1ms
CG Mid
HF 50%

PL 2

HF 10%
LF 20%

LF 50%

1000V

TOTAL GOOD

ＰＲＯＧＲＡＭ ＩＮＤＩＣＡＴＯＲ

GOOD

AUTO

BUSY

MANU

END NG

LF

HF

READY

H.V

NO GOOD

MODEL:HWT-307AM

⑥

 
① ＰＯＷＥＲ：主電源スイッチです。 

 

② ＮＧ ＢＵＺＺＥＲ：不良ブザー（音量調節付）です。検査結果が不良の場合、ブザーが鳴りラン

プが点灯します。 

 

③ ＳＴＡＲＴ／ＲＥＳＥＴ：検査スタート／リセットボタンです。 

 

④ ＰＲＯＧＲＡＭ ＩＮＤＩＣＡＴＯＲ：各動作表示ＬＥＤです。 

   ＲＥＡＤＹ：待機   ＢＵＳＹ：動作中   ＥＮＤ：検査終了 ＮＧ：検査結果不良 

   ＧＯＯＤ：検査結果ＯＫ   Ｈ．Ｖ：高圧印加中   ＬＦ ＮＧ：波形ズレ等の不良 

                                   ＨＦ ＮＧ：高周波放電不良 

   ＡＵＴＯ：自動検査（自動で検査し良否判定します）   

   ＭＡＮＵ：手動検査（スタートするとリセットするまで動作し、キーボードで測定したいステップ 

の数字を押すと選択したステップを測定し、ＥＮＴを押す毎に次ステップにサイクル送りできます。） 

 

⑤ ＫＥＹ ＢＯＡＲＤ：データ設定やＡＵＴＯ／ＭＡＮＵなどは全てキーボードで操作します。 

Ａ／Ｍ：自動／手動   ＳＥＴ：決定   ＣＬＲ：削除 ＥＮＴ：選択  

ＨＦ ＰＡＳＳ：ＨＦ（コロナ放電測定）パス   矢印（↑↓←→）：移動    

 

⑥ ＬＣＤ：各設定、波形表示用画面です。画面上の操作は対話式になっているか、選択されてい

る項目の文字色が変わりますので画面に従って操作してください。 
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〔２．〕リアパネル各部の説明 

 

AC100V
50/60Hz

FUSE

3A

PC-1 PC-2

CONT.

① ② ⑤ ⑥ ⑦ ⑧

OUT

L.X

GND

③

④

 

① ＡＣ１００Ｖ： 電源インレットです。ＡＣ１００Ｖ ５０／６０Ｈｚ 

 

② ＦＵＳＥ： ３Ａ 

 

③ ＧＮＤ ：筐体アースです。 

 

④ Ｌ．Ｘ： 測定用高圧コネクタ８Ｐです。最大７ポイントまで接続出来ます。 

 

⑤ ＰＣ－１： パソコン制御用ＲＳ－２３２Ｃ（２５Ｐ）コネクタです。（オプション） 

         パソコンでデータ設定や測定結果等表示でき、品質管理に便利です。 

 

⑥ ＰＣ－２： 外部制御用ＲＳ－２３２Ｃ（２５Ｐ）コネクタです。 

         外部機器（ＰＬＣ等）から製番コードを読み込み自動で製番をセットします。 

         自動ﾗｲﾝ制御に便利です。 

         ＊外部からの製番コードと登録する製番は同じでないと正しく呼び出せません。 

 

⑦ ＯＵＴ２４Ｐ： 無電圧接点出力です。 

        １－１３：ＲＥＡＤＹ， ２－１４：ＢＵＳＹ， ３－１５：ＥＮＤ， ４－１６：ＧＯＯＤ 

        ５－１７：ＬＦ ＮＧ， ６－１８：ＨＦ ＮＧ， ７－１９：ＴＯＴＡＬ ＮＧ 

        ８－２０：ＡＵＴＯ，  ９－２１：ＭＡＮＵ  １０－２２：ＥＸＴ 

        （注意）１１：スタート入力， ２３：リセット入力， １２，２４：ＣＯＭで⑧ＣＯＮＴ４Ｐとパラ 

             接続になっています。 

⑧ ＣＯＮＴ４Ｐ： スタート／リセット入力です。（ＣＯＭとショートでオン） 

        １：スタート  ２：リセット  ３：ＮＣ  ４：ＣＯＭ 
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〔３．〕製番（機種）の入力方法 

メニュー

製番

４．変更

７．設定

２．検索

５．削除

９．測定

４．複製

３．一覧１．入力

８．EXT.

 

メニュー画面の１．入力を選択します。 

ＫＥＹ ＢＯＡＲＤの１を押し（選択されると文字の色がピンクになります）１．入力を選択しＥＮＴを押

します。 

製 番

ABCDEFGHIJKLM
NOPQRSTUVWXYZ
+-/*.,#$%&()_

製番を入力して下さい。

製番入力

 

製番入力画面で製番を入力して下さい。数字はＫＥＹ ＢＯＡＲＤで英文字は画面下に表示してい

る文字から選択して下さい。入力が完了するとＳＥＴを押します。 

 

〔４．〕データの設定方法 

メニュー画面で製番を１．入力または３．一覧等で呼び出します。 

メニュー画面右上に製番が表示されているのを確認し７．設定を選択（ＥＮＴ）して下さい。 

STEP MAX 0

STEP 0

VOLTAGE 0V

M. TIME 0.0Sec

M. SPEED 0mS

POINT H 0

POINT L 0

HF LEVEL 0%

LF LEVEL 0%C. GAIN Mid

各設定範囲表示

製番表示設定

 

各項目の設定をします。 

ＳＴＥＰ ＭＡＸ：最大ステップ数   ＳＴＥＰ  ：設定するステップＮｏ． 

ＶＯＬＴＡＧＥ ：測定印加電圧    Ｍ ＴＩＭＥ：測定時間 

Ｍ ＳＰＥＥＤ ：波形幅時間     Ｃ ＧＡＩＮ：コロナ放電(ＨＦ)のＧＡＩＮ 

コロナ放電(ＨＦ)測定パスする場合は Ｃ ＧＡＩＮ選択時にキーボードのＨＦ ＰＡＳＳを押して下さ

い。 

ＰＯＩＮＴ Ｈ ：測定ポイントのＨＩＧＨ側 

ＰＯＩＮＴ Ｌ ：測定ポイントのＬＯＷ側 

ＨＦ ＬＥＶＥＬ：高周波放電のＮＧレベル  ＬＦ ＬＥＶＥＬ：波形ズレなどのＮＧレベル 
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選択されている項目はピンク色になっており、画面右上に設定範囲（紫色文字）が表示されますの

で、その範囲内で入力しＥＮＴを押すと次項目に移動します。 

１ステップ目の設定が完了するとＥＮＴまたは矢印で画面項目のＳＴＥＰまで移動し２を入力しＥＮＴ

を押すと２ステップ目の設定画面に変わります。同じ要領で最終ステップまで設定します。 

すべて完了しますとＳＥＴを押します。マスター波形登録画面に変わります。 

 

〔５．〕マスター波形の登録方法 

Model名

STEP 1
1000V
PH 1

T 0.5s
S 1ms
CG Mid
HF 50%

PL 2

LF 50%

 

マスター波形登録画面でモデル（ステータ）が接続されていることを確認し、スタートボタンを押す

と１ステップ目からモデルに設定した電圧を印加し画面に波形を表示します。表示された波形に問

題があれば再スタートすると波形を再表示します。表示された波形でよろしければ、 画面右上の

ＳＴＥＰ １に２を入力しＥＮＴを押すと２ステップ目画面に変わります。（登録したいステップ番号を

入力しＥＮＴを押すと、そのステップ登録画面に移ります。）全ての波形登録が完了するとＳＥＴを

押して下さい。 

 

＊ 波形幅Ｓ（時間軸）が短すぎる（長すぎる）や測定時間の変更など画面右側に設定項目があり

ますので、変更したい項目を選択し変更できます。（ポイントは変更出来ません。） 

（例）波形幅Ｓの変更：カーソルをＳに移動し、０～７の数字を入力します。数字が大きいほど波形

が広がります。 

（０：４ｍｓ １：２ｍｓ ２：１ｍｓ ３：５００μｓ ４：２５０μｓ ５：１００μｓ ６：５０μｓ ７：２５μｓ） 

データ設定画面に戻らなくても、波形を確認しながら作業できますので便利です。 

 

ハイ イイエ

設 定

製 番 表 示

測定データを書き込みますか？

 

“製番を書き込みますか ハイ  イイエ” でハイを選択（ＥＮＴ）するとデータが登録されメニュー

画面に戻ります。 

イイエを押すと登録せずメニュー画面に戻ります。 
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〔４．１〕データの設定方法 

登録マスター波形無しの場合。（試験しているコイルをマスターにする。） 

〔４．〕の設定画面でＳＴＥＰ ＭＡＸにカーソルがあるときにキーボードのＭＡＳ．を押すとＭＡＸ 

ＳＴＥＰにＭが付きます。この状態になるとマスター登録をせず、試験コイルをマスターにします。 

１ＳＴＥＰ目は比較するマスター波形がないので、１ステップの波形をマスター用に作成するための

試験になります。Ｕ，Ｖ，Ｗコイルを各相と比較試験する場合はＭＡＸ ＳＴＥＰは４ステップにします。 

１（Ｕ）－２(Ｖ)，２（Ｖ）－３（Ｗ），３（Ｗ）－１（Ｕ）の試験する場合は 

１ＳＴＥＰ：１（Ｕ）－２（Ｖ）のマスター波形作成。 

２ＳＴＥＰ：２（Ｖ）－３（Ｗ）と１（Ｕ）－２（Ｖ）の比較試験。 

３ＳＴＥＰ：３（Ｗ）－１（Ｕ）と２（Ｖ）－３（Ｗ）の比較試験 

４ＳＴＥＰ：１（Ｕ）－２（Ｖ）と３（Ｗ）－１（Ｕ）の比較試験 

などに設定します。マスター波形にするステップは任意に設定できます。１ステップ目で作成した

波形と各相を比較試験する場合はＭＡＳＴＥＲ Ｓのところに１を入力します。 

STEP 0

VOLTAGE 0V

M. TIME 0.0Sec

M. SPEED 0mS

POINT H 0

POINT L 0

HF LEVEL 0%

LF LEVEL 0%C. GAIN Mid

製番表示設定 各設定範囲表示

MASTER S 0

キーボードのＭＡＳ．を押すとＭが付きます。

STEP MAX 0M
比較する波形のステップ番号を入力

 

 

このモードで試験した場合は、試験画面のＳＴＥＰ番号の横に比較しているマスタース

テップの番号が表示します。２ステップ目を試験した場合で比較ステップが１ステップの

場合はＳＴＥＰ ２１と表示します。 
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〔６．〕登録されているデータの呼び出し方法 

メニュー

製番

４．変更

７．設定

５．削除

９．測定

４．複製

３．一覧１．入力 ２．検索

８．EXT.

        

メニュー画面の ２．検索または ３．一覧で登録されている製番を選択します。 

（１．入力 で製番を入力しても呼び出せます） 

 

検索 

ABCDEFGHIJKLM
NOPQRSTUVWXYZ
+-/*.,#$%&()_

検索文字

検索する文字を入力して下さい。

製番検索

 

検索する製番の頭文字等を入力しＳＥＴを押すと入力した英数文字が含まれる製番を表示します

ので、その中から選択します。 

 

一覧 

12

123

1234

12345

123456

1234567

12345678

123456789

234

2345

234567

234567891231234

製番一覧

 

登録されている製番の一覧が表示されますので矢印で移動し選択（ＥＮＴ）して下さい。 

画面に無い場合はキーボードの↓↑を押していくと他の製番を表示します。 
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メニュー

製番

１．入力

４．変更

７．設定

２．検索

５．削除

９．測定

３．一覧

製番を表示

６．複製

８．EXT.

 

製番を呼び出すとメニュー画面に製番が表示されています。 

作業を行う項目をキーボードのテンキーまたは矢印で選択しＥＮＴを押します。 

測定する場合、 ９．測定.を選択します。 

＊パソコン等の外部機器で製番を入力しＲＳ－２３２Ｃシリアル通信で呼び出し測定する場合は 

８．ＥＸＴを選択してから製番を呼び出してください。 

 

〔７．〕 その他の項目（メニュー画面） 

◎ 製番のみ変更（４．変更） 

製 番

変更する製番を入力して下さい。

ABCDEFGHIJKLM
NOPQRSTUVWXYZ
+-/*.,#$%&()_

変 更

元の製番表示

変更する製番表示

製番変更

  

メニュー画面で３．一覧等で変更元の製番を呼び出して下さい。 

メニュー画面右上に変更元の製番が表示されているのを確認し４．変更を選択（ＥＮＴ）して下さい。 

変更する製番を入力しＳＥＴを押すと  “入力された製番に変更します。ハイ  イイエ”  とメッセ

ージが出ますのでハイを選択(ＥＮＴ)すると変更します。 

 

◎ 製番の削除（５．削除） 

製 番

ABCDEFGHIJKLM
NOPQRSTUVWXYZ
+-/*.,#$%&()_

削除製番

削除する製番を入力して下さい。

製番削除

 

製番（データを含む）を削除する場合は、５．削除を選択(ＥＮＴ)し削除する製番を入力して下さい。 

一覧等で先に削除する製番を呼び出している場合は画面に製 番が入力されているので ＳＥＴ

を押すと画面の削除製番に製番が入力され、“削除製番のデータを削除します。ハイ  イイエ”と

メッセージが出ますのでハイを選択(ＥＮＴ)するとデータは削除されます。 
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◎ データの複写（６．複写） 

製 番

ABCDEFGHIJKLM
NOPQRSTUVWXYZ
+-/*.,#$%&()_

元の製番表示

複写製番 複写する製番表示

製番複写

複写する製番を入力して下さい。

 

メニュー画面で３．一覧等で複写元の製番を呼び出して下さい。 

メニュー画面右上に複写元の製番が表示されているのを確認し６．複写を選択（ＥＮＴ）して下さい。 

複写先製番を入力しＳＥＴを押すと“製番のデータを複写製番に複写します。ハイ  イイエ”とメッ

セージが出ますのでハイを選択（ＥＮＴ）するとデータが複写されます。 

 

◎ データの設定（７．設定）  

STEP MAX 0

STEP 0

VOLTAGE 0V

M. TIME 0.0Sec

M. SPEED 0mS

POINT H 0

POINT L 0

HF LEVEL 0%

LF LEVEL 0%C. GAIN Mid

各設定範囲表示

製番表示設定

 

新しくデータを作成する場合や登録済データを変更する場合は７．設定で行います。 

新しくデータを作成する場合は１．入力で製番を入力しＳＥＴを押して下さい。 

登録済データを変更する場合は一覧等で製番を呼び出してください。  

メニュー画面右上に製番が表示されているのを確認し７．設定を選択（ＥＮＴ）し設定データを作成

して下さい。 

設定データ作成は５ページ〔４．〕データの設定方法を参照して下さい。 
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〔８．〕 測定方法 

製番を（外部機器／フロントパネルから）呼び出します。 

① パソコン等の外部機器から製番を呼び出し測定する場合はメニュー画面 ８．ＥＸＴを選択し 

  て下さい。測定画面右下にＥＸＴと表示が出ます。 

  パソコンから製番を呼び出して画面左上に製番が表示されているのを確認しスタートボタン 

  を押すと測定開始します。 

 

＊ＥＸＴ．で行うと自動ラインで便利な機能でシーケンサと下記データ通信ができます。 

データレジスタ 製番：Ｄ１００５、 読取フラグＤ１００６ （０：読取完了 １：読取  ２：未登録） 

Ｄ１００５にデータが入り、Ｄ１００６に１が立つと製番を読み取り、読取完了すると本器からフラグ

に０を立てます。未登録データが入ると２を立てます。 

未登録が入力された場合は画面にＮＯ ＤＡＴＡ 製番・・・コメントが表示されます。 

＊誤動作防止のため製番入力前毎にリセットして下さい。 

 

② フロントパネル（本器）から製番を呼び出し測定する場合はメニュー画面、２．検索／３．一 

  覧で製番を呼び出し９．測定を選択して下さい。 

   ＲＥＡＤＹまたはＥＮＤ ＬＥＤが点灯していることを確認し、スタートすると測定開始します。 

 

 

◎ 自動（ＡＵＴＯ）の場合 

   スタートすると自動で設定されたステップを測定し終了時に合否判定します。 

   ＮＧの場合は、そのステップで終了します。（ＮＧが出ても最終ステップまで測定する場合は 

   納入時に設定できます） 

ＴＯＴＡＬ ＧＯＯＤ（測定波形は緑色になります）   ＴＯＴＡＬ ＮＧ（測定波形は赤色になります） 

Model名

STEP 1
1000V
PH 1

T 0.5s
S 1ms
CG Mid
HF 50%

HF 10%
LF 20%

TOTAL GOOD

PL 2

LF 50%

           

Model名

STEP 1
1000V
PH 1

T 0.5s
S 1ms
CG Mid
HF 50%
HL 50%

TOTAL NG

HF 60%
HL 70%

PL 2

          

            マスター（モデル）波形は白色です。 
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◎ 手動（ＭＡＮＵ）の場合 

キーボードのＡ／Ｍを押し手動測定画面を表示させます。（画面右上にＭＡＮＵ表示） 

スタートするとリセットするまで測定します。（ＮＧになっても測定終了しません。） 

キーボードで測定したいステップの数字を押し、そのステップを測定することや、ＥＮＴを押す毎に

次ステップにサイクル送りすることもできます。 

 

ＬＦ ＮＧ／ＨＦ ＮＧはＬＥＤで表示、出力(ＯＵＴ)しますが ＴＯＴＡＬ ＧＯＯＤ， ＴＯＴＡＬ ＮＧは出

力しません。 

 

Model名

STEP 1
1000V
PH 1

T 0.5s
S 1ms
CG Mid
HF 50%

HF 10%
LF 20%

MANU

PL 2

LF 50%

 

 

例１）ステップ１から順番にサイクル送りする場合。 

   １．スタートボタンを押して１ステップ目を測定して下さい。 

   ２．キーボードのＥＮＴを押す毎にステップが移ります。 

    ３．測定したいステップへジャンプする場合はキーボードでステップ番号（数字） 

     を押して下さい。 

 

例２）ステップを指定して測定する場合。 

   １．キーボードの数字（ステップ番号）を押します。（画面のＳＴＥＰ番号が変わり 

     ます。） 

   ２．スタートボタンを押すとそのステップを測定します。 

      

 

＊測定ステップ切替時、測定は直ぐに始まっていますが測定画面が切り替わるのに少し時

間（２秒ほど）がかかります。 

 

（注意）ＭＡＮＵＡＬ（手動）測定はリセットするまで高圧印加していますので 

    必ずリセットボタンで測定を終了してから次の作業をして下さい。 


